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明けましておめでとうございます。コロナ禍で、大
変ご苦労をされている中ではありますが、皆様と共に
新しい年を迎えられましたことを心よりお慶び申しあ
げます。

昨年は年が明けて清々しい気持ちでいる間もなく、
新型コロナウイルスの感染が報じられ、不安と恐れに
身を潜めて過ごした前半だったと思います。大感染は
回避しながら、少しずつ日常を取り戻す方向へ進んで
まいりましたが、まだまだ油断のできない状況です。
リーマンショックを超える大打撃が経済をはじめ各方
面に及んでおります。
国、県、市町村にはそれぞれの立場で、様々な支援

策を打ち出していただき、やっと持ちこたえている状
況であり、一日も早い終息を願うものであります。

そんな中、うれしい話題もありました。9月に秋田
県出身の菅義偉総理大臣が誕生いたしました。「自助、
共助、公助、そして絆」をスローガンに掲げ、この国
難というべき時代に船出いたしました。まずは、自ら
の力で頑張り、地域で協力をしあい、助け合う。それ
でも足りない時に、セーフティネットとして、国が支
援する。人としての在り方、地域の進め方、国のある
べき姿を分かり易く伝えたスローガンだと共感したと
ころです。

こうした中、秋田商工会議所のやるべきことは、第
一に会員企業がコロナによる廃業や破綻をしないよ
う、丁寧に一社一社対応していくことだと考えていま
す。

また、経営者の高齢化に伴う廃業を食い止めるべく、
事業承継の積極的な支援をしていきます。当所で開設
している秋田県事業引継ぎ支援センターと秋田県商工
会連合会の秋田県事業承継相談センターを統合し、新
たに「秋田県事業承継・引継ぎ支援センター」を設立し、
親族内承継も従業員承継も、第三者承継（M＆A）も、
ワンストップで対応できるよう窓口を一本化し、より
相談しやすい体制とします。

秋田の顔である中心市街地の活性化に、引き続き積
極的に取り組んでまいります。5月末には昨年中止に
なった「これが秋田だ！食と芸能の大祭典」を開催する
予定です。新型コロナウイルス感染症対策を万全にし
て、多くの皆様に楽しんでもらえるものにします。

初めての試みですが、「広小路バザール（仮称）」を開
催します。全県の、店舗を持つ皆さんに、広小路に出
店していただく大バザールです。歩行者天国になった
広小路を名店ストリートにいたします。秋田の一等地・
広小路に出店するという試みです。たくさんの皆様の
参加をお願い致します。是非、ご期待ください。
また、秋田市の協力を得て、東北ディスティネーショ

ンキャンペーンに合わせて夏の一定期間、千秋公園の
お堀の蓮をライトアップして、昼はもちろん、夜も楽
しめる観光スポットにいたします。

第2期経営発達支援計画を策定し国に申請しており、
今年4月から、さらに会員企業の経営支援が充実でき
るよう進めます。これによって、より一層丁寧に各社
の実情を踏まえ、伴走型の支援ができるものと考えて
おります。

コロナ禍において、大変なダメージを受けた観光関
連産業の再生を図ります。昨年一回も寄港できなかっ
たクルーズ船ですが、今年は新型コロナウイルスの感
染拡大防止対策を万全にして受入体制を一層充実さ
せ、各観光地の活性化に寄与するとともに、今まで培っ
た経験を力として実績を出していきます。

今年7月からは、待ちに待ったオリンピック・パラ
リンピックです。ホストタウンとしての役割、日本を
訪れるたくさんの外国人の方々に、安心、安全な秋田
県をアピールし、立ち寄ってもらえるような仕組みづ
くりと情報発信をしていきます。秋田としての関わり
方をしっかりと確立していきます。

どのような環境にあっても、与えられた条件でしっ
かりと経済を活性化させ、雇用を守っていくことが経
営者としての使命です。そうした皆様をしっかりとサ
ポートしていくのが秋田商工会議所の役割です。今年
も決意を新たに進んでいきます。

自助、共助、これをまず行動で示しましょう。必ず
や道は開けます。困難な今こそ、しっかりと目標を定め、
希望をもって進みましょう。

2021年が皆様にとって素晴らしい年になりますよ
う、心よりご祈念申しあげます。

秋田商工会議所

会頭　三浦　廣巳
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明けましておめでとうございます。
2021年の新春を迎え、謹んでお慶び申しあげます。
さて、昨年1月にわが国で初めての新型コロナウイ

ルス感染者が報告されてから、早くも1年が経とうとし
ています。コロナ禍にあっても、今なお必死に経営努
力を続けておられる皆さまに深く敬意を表するととも
に、われわれ全国515の商工会議所は、今年も一丸と
なって事業者の皆さまと地域経済の発展のために力を
尽くしてまいります。
さて、わが国経済全体は、緊急事態宣言が発令され

た昨年4－6月期のGDPがリーマンショック時を超える
戦後最大の落ち込みを記録した後、7－9月期には持ち
直しの動きへと転じました。しかし、秋以降に再び感
染が拡大する中、その後の回復に向けた足取りは依然
として重いままです。
一方、コロナ禍を通じて、政府・民間を含めた国全

体としてのデジタル化の遅れ、過度な大都市集中のリ
スクと適切な地方分散化の必要性、危機下における医
療提供体制のあり方、中央と地方の権限分担のあり方
など、日本の多くの課題が浮き彫りとなりました。ま
た何よりも「強く豊かな国でなければ国民を守れない」
ということに皆が気付いたのではないでしょうか。激
甚化する自然災害、新たなパンデミック、地政学上の
混乱等は今後も起こり得るものであり、わが国がその
ような不確実性の中を生き抜いていくためには、不確
実性を吸収できるバッファとしての「戦略的ゆとり」が
不可欠であります。
昨年の菅政権発足以降、私は政府に対してこの「戦

略的ゆとり」を持つ必要性、またそのためにも経済成長
が欠かせないものであることを訴えてきました。経済
成長は労働投入×資本投入×全要素生産性で定義され
ます。これまでの深刻な人手不足の中で、女性や高齢
者など労働参加が大いに進みました。しかしさらなる
労働参加率の向上には限界があり、将来不安により消
費が伸び悩む中では国内での新たな設備投資による資
本蓄積も多くは望めません。従って、わが国の経済成
長のためには、残る「生産性の向上」が必須なのです。
一国の生産性は「一人当たりGDP」で表されますが、

日本は2018年時点で世界第31位に甘んじています。「一
人当たりGDP」は国民一人当たりの豊かさだけでなく、
効率的に働き得られた余暇を人との繋がりに充てるこ
とで、幸福度を向上させる指標にもなることから、私
はこれを日本の新たな国家目標に据え、その引き上げ
のために皆で知恵を絞り、汗をかくべきだと考えます。

日本全体の生産性向上のために、商工会議所は、以
下の3点に取り組んでまいります。第一は、コロナ禍へ
の対応支援です。環境変化に対して、柔軟に素早く対
応できることが中小企業経営者の強みであり、コロナ
を契機として新製品やサービス開発、業態転換、EC等
も活用した国内外への販路開拓などに積極果敢に挑戦
する経営者を、しっかりと後押ししてまいりたいと思
います。
第二は、デジタル化を通じた生産性向上です。コロ

ナ禍で初めてテレワークを体験し、デジタル技術の有
用性に気付いた経営者も多いと思います。また、国や
地方公共団体が今後デジタル化を進める中で、民間企
業側もそれに対応していく必要があります。まずは身
の丈に合った、低コストで利用可能なIT導入から始め、
徐々にステップアップするなど、IT導入補助金等の支
援策もフル活用し、中小企業のデジタル化を推進して
まいります。
第三は、取引適正化です。大企業と中小企業が強固

に結び付いた日本経済の強さは、大中小の石が組み合
わさって風雪に耐える「石垣」に例えられてきました。
しかし、その石垣も修復、再構築する時期に来ていま
す。サプライチェーン全体のデジタル化により効率性
を高め、コストアップや付加価値をフェアに分け合い
取引価格の適正化を図る「大企業と中小企業の新たな
共存共栄関係」の構築が必要です。商工会議所は、こ
の趣旨に賛同した企業による「パートナーシップ構築宣
言」の宣言企業が1,000社を超えるよう、積極的に後押
ししてまいります。
加えて、本年いよいよ開催が見込まれる東京オリン

ピック・パラリンピックを、復興五輪であると同時に、
感染拡大防止と社会経済活動を両立させる具体的なプ
ロジェクトとして位置付け、国民運動を盛り上げてい
きたいと考えております。
最後に、近代日本資本主義の父であり、東京商工会

議所初代会頭の渋沢栄一翁は、関東大震災の混乱の渦
中にあっても「逆境のときこそ、力を尽くす」自らの信
念によって、晩年にあってなお、わが国を立て直すべ
く精力的に奔走されました。渋沢翁の意志を受け継ぎ、
今年も日本商工会議所は全国のネットワークを最大限
活用し、中小企業と地域の発展、日本経済の再生に向
けて、先頭に立って頑張ってまいります。皆さまの多
大なるご支援、ご協力をお願いし、私の年頭あいさつ
とさせていただきます。

日本商工会議所

会頭　三村　明夫
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秋田県知事

佐　竹　敬　久

取組が進捗するなど、本県のポテンシャルを生かし
た事業が動き出しております。
今後は、地方回帰の流れや温暖化防止など、時代

の要請を追い風とし得る施策を展開することが重要
となることから、DXの推進や首都圏等からの人材
誘致、本県の強みを生かした再生可能エネルギー関
連産業の振興などに取り組み、最終年度を迎える「第
3期ふるさと秋田元気創造プラン」の着実な推進を
図ってまいりたいと考えております。
秋田商工会議所におかれましては、地域経済活性

化の推進役として一層のご尽力を賜りますようお願
い申し上げます。
結びに、新型コロナウイルス感染症が一日も早く
収束し、新しい年が皆様にとって希望に満ちた飛躍
の年となりますようご祈念申し上げ、年頭のごあい
さつといたします。

新年明けましておめでとうございます。
皆様におかれましては、健やかに新春をお迎えの

ことと、心からお慶び申し上げます。
昨年は、新型コロナウイルス感染症が世界的に流
行し、県内経済も大きな影響を受けましたが、そう
した中でも、菅義偉氏が本県出身者として初めて内
閣総理大臣に就任したほか、ブラウブリッツ秋田が
リーグ優勝・J2昇格を決めるなど、県民に勇気と希
望をもたらす明るい話題もありました。
県政の推進においては、感染症の拡大防止対策を
講じる一方で、制度融資の拡充による資金繰り支援
や、県民向けプレミアム宿泊券・飲食券の発行など
により経済の早期回復に取り組んでまいりました。
懸案の人口減少問題では、これまでの取組の成果

に加え、感染症による県外転出の抑制傾向などから
直近1年の社会減が19年ぶりに3千人を割り込みまし
た。また、エネルギー関連では、洋上風力発電等の

年頭のごあいさつ

クルマでつなげる みんなの未来
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秋田市長

穂　積　　　志

あけましておめでとうございます。
皆様におかれましては、健やかに新春をお迎えの

こととお喜び申し上げます。
また、日頃より、本市市政に多大なるご貢献を賜っ
ておりますことに厚くお礼申し上げます。
昨年来の新型コロナウイルス感染症の拡大は未だ
収束の兆しが見えず、本市としては極めて大きな危
機感を持っておりますが、今後も感染拡大防止と社
会経済活動の早期回復に向けた対策を継続し、各種
支援策を通じて会員の皆様の事業活動を後押しして
まいりたいと考えております。
さて、同感染症の影響が多方面に及んでいる一方
で、社会のあり方や人々の生き方、価値観に大きな
変化が生じており、「地方で生きる」ことの価値や意
義が見直されつつあると捉えております。
現在策定している第14次秋田市総合計画では、社
会の変化と若者に魅力あるまちづくりを見据え、市

民の皆様とともに「創」り、ともに「生」きるための「創
生戦略」の一番目として、「先端技術を活用した地域
産業の振興としごとづくり」を掲げております。
これまでも秋田駅前の再開発等、官民一体となっ
たまちづくりを進めておりますが、今後のまちづく
りのモデルとして、先端技術を活用し、スマート農
業や観光、スポーツ、環境、防災などの幅広い分野
において、民間と協働で取り組むことで、人口減少・
少子高齢化に伴う地域の課題解決につなげようとす
るものです。
時代の大きな転換点にある中、本市が持つ特性と
強みを生かし、都市の魅力を高めていきたいと考え
ておりますので、皆様からの引き続きのお力添えを
賜りますようお願い申し上げます。
結びに、秋田商工会議所のさらなるご発展と会員

の皆様のご活躍ならびにご健勝を祈念申し上げ、年
頭の挨拶といたします。
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副会頭  佐野  元彦 副会頭  石井  資就

キーワードは
「再構築」 苦難と向き合う勇気

昨年は県民にとり「忍耐」の年でした。昨年初、外国
人労働者受入を主眼に、私共グループ所員と北都銀
行を事務局として現地訪問し、タイ王国スラナリー大
学と秋田大学との国際交流協定の再締結が実現しまし
た。スラナリーは生徒数14,000名超、秋大は5,000名
超と、いずれ劣らぬ大規模校の協定です。小川副学長、
現地県人会の菊地会長の立ち合いで、今後益々の関係
強化を築いた矢先、コロナにより外交活動が一切不可
能、今も状況変わらずです。
コロナは更に我々日本国民に、あらゆる苦難を強い

てきました。この苦難はしばらく続くでしょうが、今
出来る事を実行し前に進む他、我々に選択肢はありま
せん。苦難を避けるのではなく苦難と向き合うのです。
明るい話題も豊富。ブラウブリッツJ2昇格、中嶋氏

オリックス監督就任、菅内閣の誕生。秋田の未来は、
決して暗くはなく、むしろ期待溢れる未来が待ち受け
てます。その日を共に迎えれる様、県民全員が心をひ
とつに邁進出来ます事を祈り、年頭御挨拶とさせて頂
きます。

新年あけましておめでとうございます。
未知のウイルスの襲来で、経済的にも社会的にも
大変厳しい状況が続いています。これまで当たり前
にやってきたことが大幅に制限されていますが、一
方で特にやらなくても大丈夫なことを発見できたこ
とと思います。また、オンラインやリモートなどの
活用によって、新たな方法で問題解決できることに
気づくことができたのではないでしょうか。
ポストコロナの時代はニューノーマル（新常態）社
会と言われています。コロナ禍で得られた現状の取
捨選択、新手法による新たな可能性、これらを基に
して事業フレームを再構築する絶好の機会です。
今年の干支は「辛丑」。植物が枯れて新たな世代が

生まれようとする状態で手や芽を伸ばす年とされて
います。「再構築」をキーワードに、新たな価値を創
造する一年にしてまいりましょう。
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「自助」「共助」「公助」

副会頭  辻　良之

ボートを漕ごう

副会頭  佐藤  裕之

新年明けましておめでとうございます。
昨年第99代内閣総理大臣に就任された菅総理は
自らの政策理念として「自助・共助・公助」を掲げ
られました。これに対して「政府の責任逃れ、自助
よりも公助が先にあるべきだ」という批判を耳にし
ますが、これこそまさに前時代的な「親方日の丸的
体質」そのものであり、無責任の極みであると思い
ます。福祉や教育や医療、或いはこのコロナ禍で
生活が困窮している人たちには当然「公助」が必要
ですが、少なくとも私たちは、『自己責任』と『自助
努力』の下に、まず自ら考え行動を起こすべきであ
ると思います。
私たちを取り巻く環境が益々厳しくなっていく
中で、大事なことは、いかなる危機に遭遇しても
自ら前に進んでいく勇気と柔軟な行動力で挑戦す
る気概を持ち続けることです。今年も積極果敢に
取り組んでまいります。今年もどうぞ宜しくお願
い申し上げます。

「ボートを漕がない人間だけが、ボートを揺らし
て波風を立てる時間がある」実存主義の哲学者とし
て知られるサルトルの言葉です。新型コロナウイル
スの出現は、人類の一大事。どんなに悩み考えても
解決し得ない、「不条理」が本当にあるのだと思い知
らされました。新薬やワクチンの出現で、生活が元
に戻るかどうかは分かりません。所謂「ウイズ・コ
ロナ」が上手くいくかも分からない。
しかしコロナ禍を契機に、テレワークやら分散社
会やら、新しい働き方や暮らし方が模索され、社会
に大きな変容が起きていることは確かであり、この
ことで当地「あきた」が俄然脚光を浴びつつあります。
今こそ、「あきた」のポテンシャルを最大限に活か

して、一歩抜きん出るチャンスです。右往左往して
波風を立てるのではなく、みんなでボートを漕いで
前へ進みましょう。
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）
八
八
六
│
三
三
六
六

http://www.akita-airport.com

日
本
精
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

　
石
　
塚
　
広
　
行

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
一
七
〇
│
二
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

八
六
三
│
一
六
三
一

秋
田
支
店
長
　
岡
　
田
　
　
　
淳

秋
田
市
大
町
三
丁
目
三
番
一
五
号

電
話
番
号 

〇
一
八 

―
八
六
二 

―
八
四
二
一

み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ

み
ず
ほ
証
券
株
式
会
社
秋
田
支
店

支 

店 

長
　
浅
　
場
　
　
　
敦

　
　
　
　
〒
〇
一
〇
│
〇
〇
〇
一

秋
田
市
中
通
一
丁
目
二
番
一
号

電
　
話
〇
一
八（
八
三
二
）五
五
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八（
八
三
四
）八
一
九
四

秋
田
市
新
屋
勝
平
町
一
三
│
二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）
八
六
四
│
六
九
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）
八
六
四
│
六
九
九
二

漏
水
か
ら
あ
な
た
の
財
産
守
り
ま
す

㍿
ヨ
シ
ダ
ア
ニ
ー

地
域
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
貢
献
す
る

代
表
取
締
役
社
長〒

〇
一
〇
┃
〇
八
五
一

秋
田
市
手
形
字
山
崎
一
一
〇
番
地
三

電
　
話 

〇
一
八（
八
三
五
）五
四
〇
四

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
八（
八
三
二
）六
〇
七
八

【
本
社
】

Ａ
Ｄ
Ｋ
富
士
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

齋
藤 

和
美

株
式
会
社
シ
ス
テ
ム
ク
リ
エ
イ
ト

代
表
取
締
役
会
長
　
越
　
前
　
　
　
亨

代
表
取
締
役
社
長
　
岡
　
部
　
　
　
徹

〒
〇
一
〇
―
〇
九
五
五

秋
田
市
山
王
中
島
町
三
│
五

☎
〇
一
八
│

八
二
三
│

一
四
三
二
㈹

秋
田
県
鐵
構
工
業
協
同
組
合

理  

事  

長  

藤
　
澤
　
正
　
義

副 

理 

事 

長  

齋
　
藤
　
　
　
靖

副 

理 

事 

長  

石
　
垣
　
勝
　
康

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
一
七
〇
│
四
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
八（
八
六
三
）九
二
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
八（
八
六
三
）九
九
九
五

公
益
社
団
法
人
秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会　
　

長　
　
　

赤　

上　

信　

弥

秋
田
市
寺
内
蛭
根
一
丁
目
一
五
│
二
十

☎
（
〇
一
八
）
八
六
三
│
五
三
三
一

ハ
ウ
ス
ド
ク
タ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役 

　
前
　
田
　
章
　
彦

本
社  

秋
田
県
秋
田
市
泉
南
一
丁
目
一
番
六
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
１
８
│
８
６
４
│
４
６
９
６

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
１
８
│
８
６
４
│
４
７
０
１

秋
田
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
指
定

代
表
取
締
役  

　
池
　
田
　
憲
　
亮

本
社 

由
利
本
荘
市
川
口
字
八
幡
前
２
６
１

電
　
話 

０
１
８
４
（
２
２
）
２
２
２
８

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
８
４
（
２
２
）
８
５
６
４

h
ttp

：w
w

w
.ikeyaku.co.jp/

い
つ
も
や
さ
し
く
あ
な
た
の
そ
ば
に

東
北
発
電
工
業
株
式
会
社

秋
田
支
社

〒
〇
一
一
―
〇
九
一
一

秋
田
市
飯
島
字
古
道
下
川
端
二
一
七
―
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
四
五
―
四
七
〇
七

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）八
四
六
―
八
四
六
六

理
事
支
社
長
　
藤
　
原
　
雅
　
也

秋
田
シ
ー
ル
印
刷
㍿

代
表
取
締
役
社
長
　
小
笠
原
　
　
　
隆

秋
田
市
茨
島
二
│
一
四
│
八

☎
八
六
二
│
三
七
二
七

シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
・
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷

株
式

会
社 

ホ
ク
シ
ン
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

代
表
取
締
役
会
長
　
佐
　
藤
　
辰
　
衛

代
表
取
締
役
社
長
　
佐
　
藤
　
宗
　
樹

本
社  

　
　
秋
田
市
牛
島
西
一
丁
目
四
番
十
号

電
　
話
〇
一
八
（
八
三
七
）
〇
八
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
（
八
三
七
）
〇
八
一
二

〒
010-
0063

丸
甚
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

保　

坂　

雄　

大

〒
011
│

0946 

秋
田
市
土
崎
港
中
央
五
丁
目
│

七
│

一
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
八（
八
四
五
）〇
五
七
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
八（
八
四
五
）六
〇
七
四

h
ttp

://w
w

w
.m

a
ru

jin
-fa

s.jp

建
築
工
事
（
補
修
・
リ
フ
ォ
ー
ム 

共
）

URL�http://www.daiei-f.co.jp

代
表
取
締
役
　
山
　
田
　
文
　
弘

事
務
所  

秋
田
市
中
通
五
丁
目
一
│
一

電
　
話  

（
〇
一
八
）
八
三
一
│
一
八
八
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ  

（
〇
一
八
）
八
三
一
│
一
八
八
二
㈹

大
栄
不
動
産
株
式
会
社

〈順不同〉

❹
年
頭
あ
い
さ
つ

❻
年
頭
あ
い
さ
つ

�
年
賀
広
告

�
年
賀
広
告

�
秋
田
県
へ
の
要
望
�
新
会
員
紹
介

�
会
議
所
レ
ポ
ー
ト

❷
年
頭
あ
い
さ
つ

❽
年
賀
広
告



謹 賀 新 年謹 賀 新 年

理
事
長
　
三
　
浦
　
廣
　
巳

〒
〇
一
〇
―
〇
九
二
一

秋
田
市
大
町
二
丁
目
二
―
一
二

イ
ー
ホ
テ
ル
秋
田
１
階

☎
〇
一
八
―
八
二
四
―
一
二
一
一

秋
田
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

心
む
す
ん
で 

ひ
ら
い
て 

秋
田

公
益
財
団
法
人

奥羽住宅産業株式会社
0120-444-877
URL http://www.o-u.jp/

バリトン伊藤さん

★もちは餅屋へおまかせ！★

住宅リフォームのプロ集団

執
行
役
員 
新
　
田
　
盛
　
久

秋
田
支
店
長
　
　
　

秋
田
市
山
王
五
丁
目
十
五
番
六
号

秋
田
支
社
長 

小
　
林
　
昭
　
仁

秋
田
市
山
王
五
丁
目
十
五
番
六
号

総支配人

柴  田  良  朗

秋田県秋田市中通2-6-1 〒010-0001
☎ （018）832-1111
FAX（018）833-6957

HP https://www.viewhotels.co.jp/akita

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
白
　
石
　
光
　
弘

秋
田
市
寺
内
字
神
屋
敷
二
九
五
番
地
三
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）
八
四
五
│
二
一
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）
八
四
五
│
六
六
〇
〇

支
社
長 

　
黒
　
沢
　
　
　
晃

〒
０
１
０
│
０
９
２
１

秋
田
市
大
町
三
丁
目
五
│
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）八
六
二
│
一
六
六
八

ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社

秋
田
支
社

秋
田
信
用
金
庫

理
事
長 

　
平
　
野
　
敬
　
悦

秋
田
市
大
町
三
丁
目
三
│
一
八

☎
八
六
六
│
六
一
七
一
㈹

　
〒
〇
一
八
―
一
四
一
四

秋
田
県
潟
上
市
昭
和
豊
川
槻
木
字
槻
一
三
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）
八
七
七
―
三
〇
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）
八
七
七
―
三
九
八
六

取
締
役
社
長 

　
　
平
　
野
　
久
　
貴

株
式
会
社
あ
き
ぎ
ん
リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

代
表
取
締
役
社
長
　
石  

川  

　  

聡

秋
田
市
山
王
三
丁
目
二
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
六
三
│

一
二
二
一

地
元
物
流
の
お
役
立
ち
を
目
指
す

○運 

秋
田
運
送
株
式
会
社

秋
田
市
外
旭
川
水
口
一
五
五
―
一

電
話 

〇
一
八‒ 

八
二
四‒ 

一
〇
八
一

〒
010
‐
0802

佐
　
藤
　
俊
　
一

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

ユ
ー
ア
イ
警
備
保
障
株
式
会
社

秋
田
市
山
王
二
丁
目
一
│

五
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
八
│

八
六
七
│

一
〇
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
八
│

八
六
七
│

一
〇
〇
五

代
表
取
締
役 　

小　

畑　
　
　

悟

秋
田
市
八
橋
字
下
八
橋
一
九
一
│
二
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
八（
八
六
二
）
五
一
四
一

取
締
役
会
長

佐 

賀  

善 

美

代
表
取
締
役
社
長

佐 

賀  

善 

廣

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
秋
田
株
式
会
社

辻
　
本
　
光
　
雄

秋
田
市
卸
町
四
丁
目
九
番
二
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
八‐
八
八
八
‐
二
三
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
八‐
八
八
八
‐
一
一
一
〇

代
表
取
締
役
社
長

み
ち
の
く
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
谷
　
村
　
広
　
和

秋
田
営
業
統
括
部
長
　
佐
　
藤
　
茂
　
正

兼
秋
田
営
業
部
長

秋
田
営
業
部

　【
住
所
】
秋
田
市
寺
内
字
神
屋
敷
二
九
五
ー
四
九

　【
電
話
】
〇
一
八
ー
八
四
六
ー
三
六
七
〇

秋
田
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
近
　
江
　
則
　
夫

秋
田
市
八
橋
南
二
丁
目
四
│
一
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
八（
八
六
四
）八
九
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
八（
八
六
五
）〇
九
二
二

〈順不同〉

❺
年
頭
あ
い
さ
つ

❼
年
頭
あ
い
さ
つ

�
年
賀
広
告

�
年
賀
広
告

�
活
力
あ
る
秋
田

�
会
議
所
レ
ポ
ー
ト

�
新
議
員
さ
ん
の
横
顔

❸
年
頭
あ
い
さ
つ

❾
年
賀
広
告



謹 賀 新 年謹 賀 新 年

代
表
取
締
役
　
大
　
内
　
睦
　
子

秋
田
市
中
通
二
│

三
│

八（
ア
ト
リ
オ
ン
ビ
ル
８
階
）

☎
０
１
８（
８
３
２
）６
７
８
９

０
１
８（
８
３
２
）６
８
６
４

秋
田
銘
菓

秋
田
市
旭
北
錦
町
一
番
四
七
号

電
　
話（
〇
一
八
）八
六
三
‐
九
〇
一
一

頑
張
る
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す

協同
組合

〒010-0001 秋田市中通四丁目７番35号

  ☎018-833-1855 ㈹
http://www.akitashiminichiba.com/

プロの目利きが光る！
信頼の品揃え！

理事長   進 藤 政 弘
秋田市民市場

理
事
長 　

北　

林　

貞　

男

秋
田
市
南
通
亀
の
町
四
番
五
号

☎（
〇
一
八
）
八
三
一
―
三
五
五
一

秋
田
県
信
用
組
合

国
立
大
学
法
人

秋
田
大
学

学  

長

山

　本

　文

　雄

秋
田
市
手
形
学
園
町
一
│
一

電
話
（
〇
一
八
）八
八
九
│
二
二
〇
七

株
式
会
社 

イ
ト
ー
鋳
造

 

代
表
取
締
役  

　
伊
　
藤
　
源
　
通

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反

一
七
〇
番
地
七
三
号

℡  〇
一
八
（
八
〇
一
）
一
一
〇
〇 http://www.marusui-akita.co.jp/

代
表
取
締
役
社
長
　
鈴
　
木
　
信
　
夫

秋
田
市
外
旭
川
字
待
合
二
八
番
地

☎
〇
一
八（
八
六
九
）五
三
一
一
㈹

丸
水
秋
田
中
央
水
産
株
式

会
社

〒010－0921
秋田県秋田市大町3丁目4－1
マニュライフプレイス秋田8階
TEL（018）862 － 6193
FAX（018）865 － 5189

（株）JTB秋田支店

秋
田
市
卸
町
四
丁
目
９
│
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

八
二
三
│
〇
一
一
一
㈹

〒
010－0061

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
秋
田
支
社

支
社
長
　
小
野
寺
　
英
　
紀

屋
上
防
水・外
装
仕
上
設
計
施
工

防
水
関
連
金
物（
Ｏ
Ｋ
ド
レ
イ
ン・バ
ー
ド
ブ
ロ
ッ
ク
）製
造・販
売

開
發
株
式
会
社

代
表
取
締
役   

開 

　發 

　邦 

　彦

秋
田
市
川
尻
字
大
川
反
一
七
〇
│
一
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
（
八
二
四
）
二
二
三
三
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
（
八
六
四
）
六
八
八
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
二
（
三
二
）
八
二
六
六
㈹

〒
〇
一
〇
│
〇
九
四一

県
南
営
業
所

山
岡
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

山　

岡　

緑
三
郎

〒
010
│

1415 

秋
田
市
御
所
野
湯
本
二
│
一
│
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ 
〇
一
八
（
八
二
六
）
一
六
一
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
一
八
（
八
二
六
）
一
五
六
五

取
締
役
社
長 　

西  

村  

俊  

治

秋
田
市
茨
島
四
丁
目
三
番
三
六
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
六
四
│
五
一
一
一

秋
田
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

秋
田
モ
ー

タ
ー
ス
ク
ー
ル

エ

ネ

オ

ス

茨

島

給

油

所

茨

島

自

動

車

整

備

工

場

代
表
取
締
役
社
長
　
内
　
村
　
和
　
人

本 

　
社
　
　
　
秋
田
県
秋
田
市
旭
北
錦
町
１
│

14

電
話
０
１
８
│

８
６
５
│

０
６
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
│

８
６
５
│

０
６
１
２

東
京
支
店
　
　
　
東
京
都
豊
島
区
池
袋
２
丁
目
43
│
３
田
村
ビ
ル
３
階

電
話
０
３
│

５
９
４
４
│

８
４
６
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
│

５
９
４
４
│

８
７
７
５

仙
台
支
店
　
　
　
宮
城
県
仙
台
市
太
白
区
八
木
山
東
１
丁
目
16
│
13

電
話
０
２
２
│

３
９
８
│

８
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２
│

３
９
８
│

８
１
５
２

大
洋
ビ
ル
管
理
株
式
会
社

〒
010
│
0923

〒
171
│
0014

〒
982
│
0002

e-mail:taiyo-somu1@nifty.com

ご
予
約
は…

秋
田
市
旭
南
二
丁
目
３
│
３
４

お
電
話
頂
け
れ
ば
、
各
種
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

☎ 

８
６
３
│
３
２
３
２

Ｆ
Ａ
Ｘ 

８
６
３
│
３
２
３
２

秋
田
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長
　
太
　
田
　
博
　
之

秋
田
市
山
王
臨
海
町
３
│
18

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
六
二
│
六
一
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）八
二
四
│
五
六
八
五

官
公
需
適
格
組
合

『
カ
デ
ル
』 代

表
取
締
役　

正　

木　

孝　

輝

秋
田
市
下
浜
羽
川
字
下
野
２
番
地
４

電　

話（
０
１
８
）８
８
１
│
５
７
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
１
８
）８
７
９
│
２
５
８
３

総
合
建
設
業
（
造
園
・
土
木
・
維
持
管
理
）

 

エ
コ
シ
ビ
ル
株
式
会
社

Civil Engineering
      &     Ecology

秋
田
市
中
通
２
│

５
│

21

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
８（
８
３
２
）９
１
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
８（
８
３
２
）９
１
７
７

秋
田
支
店
長
　
小
　
沼
　
広
　
史

秋
田
観
光
開
発
株
式
会
社

秋
田
市
山
王
臨
海
町
一
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
（
八
六
三
）
六
五
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
（
八
六
三
）
六
六
七
三

代
表
取
締
役
社
長
　

山
　
中
　
　
　
寛

〒
010-
0956

事
業
本
部
長
　
佐  

々  

木  

　
隆

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
三
六
│
三

☎   

（
〇
一
八
）
八
六
三
│
一
九
八
六

東
北
電
気
保
安
協
会

秋
田
事
業
本
部

一
　
　
般

財
団
法
人

と
っ
て
も

で
ん
き
が

ほ
っ
と
す
る

危
険
で
す
の
で
タ
コ
足
配
線
は
や
め
ま
し
ょ
う

〈順不同〉

❹
年
頭
あ
い
さ
つ

❻
年
頭
あ
い
さ
つ

❽
年
賀
広
告

�
年
賀
広
告

�
秋
田
県
へ
の
要
望
�
新
会
員
紹
介

�
会
議
所
レ
ポ
ー
ト

❷
年
頭
あ
い
さ
つ

�
年
賀
広
告



謹 賀 新 年謹 賀 新 年

秋
田
支
店
長　

泉　
　
　

直　

樹

秋
田
市
中
通
二
丁
目
四
番
十
五
号

☎（
〇
一
八
）
八
三
五
│
三
一
〇
一

日
本
通
運
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
大
　
島
　
由
　
庸

秋
田
市
向
浜
一
丁
目
一
〇
番
一
号

☎（
〇
一
八
）八
六
三
│
七
七
〇
一

ア
ル
フ
レ
ッ
サ
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
㈱

税
理
士
法
人

福
士
合
同
会
計
事
務
所

秋
田
市
高
陽
幸
町
八
│
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
八（
八
六
四
）三
二
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
八（
八
六
四
）三
二
四
五

〒
010
│
0967 小

　林
　淳
　一

執
行
役
員  

秋
田
工
場
長

中
　
村
　
真
一
郎

秋
田
市
向
浜
二
丁
目
一
番
一
号

電
話  

〇
一
八（
八
九
六
）七
七
〇
〇

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

森　

田　

良　

平

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
二
三
三
│
二
〇
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）
八
六
六
│
五
一
一
一

代
表
取
締
役
社
長

工
藤 
孝
徳

〒
0
1
0-

0
9
2
1

秋
田
市
大
町
二
丁
目
4-

4
4 

秋
田
第
一
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

電
話 

0
1
8（
8
6
5
）0
2
3
1

■秋田ジェーシービーカード様 秋田商工会議所 暑中見舞広告 w35×h60 1cモノクロ

秋
田
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
株
式
会
社

秋
田
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
株
式
会
社

地
球
環
境
の
保
護
と

住
環
境
の
充
実
を
目
指
し
て

地
球
環
境
の
保
護
と

住
環
境
の
充
実
を
目
指
し
て

辻
兵
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
辻
　
　
　
良
　
之

秋
田
市
大
町
二
丁
目
四
番
三
二
号

☎（
〇
一
八
）
八
六
四
│
〇
二
一
五

www.kourin.net

株式会社　水屋光琳
代表取締役　鈴木  清

辻・本
郷
税
理
士
法
人

秋
田
事
務
所

所
　
　
　
長
　 

小
野
寺
　
　
　
孝

社
員
税
理
士
　 

伊
　
勢
　
準
　
造

秋
田
市
山
王
沼
田
町
六
│
三
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
六
二
│
三
〇
一
九

総
合
建
設
業 

中
央
土
建
㍿

代
表
取
締
役　

伊　

藤　

久　

嗣

〒
010
│

0921 

秋
田
市
大
町
一
丁
目
三
│
八

　
　
　
　
　 

秋
田
デ
ィ
ラ
イ
ト
ビ
ル
一
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
八（
八
九
三
）五
八
四
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
八（
八
九
三
）五
八
四
四

U
RL : https://w

w
w.chuoudoken.co.jp

先
駆
す
る
キ
ャ
リ
ア
と
実
績

取
締
役
相
談
役
　
蒔
　
苗
　
昭
三
郎

代
表
取
締
役
会
長
　
辻
　
　
　
良
　
之

代
表
取
締
役
社
長
　
吉
　
田
　
　
　
進

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
一
七
〇
│

九
二

秋
田
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
高
　
橋
　
良
　
治

秋
田
市
外
旭
川
字
待
合
二
八

☎
（
〇
一
八
）八
六
九
│
五
五
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）八
六
九
│
五
五
一
三

丸
果
秋
田
県
青
果
株
式
会
社

役
職
員
一
同

代
表
取
締
役
社
長  

　
土
　
田
　
博
　
紀

本
　
社
　
秋
田
市
山
王
二
丁
目
二
―
十
七

山
王
ピ
ア
レ
ス
ビ
ル
七
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
八
―
八
六
三
―
九
三
二
二

https://www.nas-akita.co.jp/

シ
ス
テ
ム
開
発
・
情
報
機
器
販
売

株
式
会
社  

日
情
秋
田
シ
ス
テ
ム
ズ

指
定
管
理
者
事
業・施
設
運
営
管
理
事
業

代
表
取
締
役
社
長
　金
　子
　宗
　典

秋
田
市
中
通
二
丁
目
二
番
三
十
二
号

電
　話 

〇
一
八
（
八
二
七
）
三
六
六
二

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：
https://akitasdi.co.jp

〒
010
│
0001

株
式
会
社 

秋
田
ス
パ・ア
ン
ド・ド
ラ
イ
ブ
イ
ン・サ
ー
ビ
ス

〒010－1415
秋田市御所野湯本 4－1－4
TEL（018）826 － 1181
FAX（018）826 － 1182

株式会社
五十鈴製作所秋田工場

秋
田
市
工
業
団
地
協
同
組
合

理 

事 

長
　
　
伊
　
藤
　
和
　
宏

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
一
七
〇
│
四
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
八
│
八
二
三
│
三
九
一
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
八
│
八
六
二
│
九
九
四
八

〒
010
│

0941

も
の
づ
く
り
の
ご
相
談
な
ら
…

秋
田
市
卸
町
三
丁
目
４
番
１
号

〇
一
八（
八
六
四
）一
五
六
一

北
畠 

寿
人

医療とICTをつなぐ

〈順不同〉

❾
年
賀
広
告

❺
年
頭
あ
い
さ
つ

❼
年
頭
あ
い
さ
つ

�
年
賀
広
告

�
活
力
あ
る
秋
田

�
会
議
所
レ
ポ
ー
ト

�
新
議
員
さ
ん
の
横
顔

❸
年
頭
あ
い
さ
つ

�
年
賀
広
告



謹 賀 新 年謹 賀 新 年

秋
田
市
楢
山
川
口
境
一
│

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
│
八
三
二
│
六
五
九
五

取
締
役
支
社
長
　

佐  

藤  

規  

博

一
〇

Ｌ
Ｅ
Ｔ

八‐

六
八

三‐

〇
五
五
一

一
〇

Ｘ
Ａ
Ｆ

八‐

二
八

四‐

一
五
六
三

役
締
取
表
代

長

社

猿

　田

　知

　久

秋
田
市
山
王
六
丁
目
一
〇
番
九
号

秋
田
市
大
町
二
丁
目
四
│
四
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
（
八
六
二
）
五
八
〇
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
（
八
二
三
）
三
一
五
一

〒
010-
0921

代
表
取
締
役

社

　
　
　長

高

　田

　眞

　千

秋
田
市
泉
南
一
丁
目
一
五
│
二
五

シ
ン
ワ
ビ
ル

電
　
話
〇
一
八
（
八
九
三
）
三
二
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
（
八
六
五
）
一
六
七
五

代
表
取
締
役
会
長
　
木
　
村
　
秀
　
三

代
表
取
締
役
社
長
　
木
　
村
　
正
　
之

有
限
会
社
す
ぐ
る
不
動
産

不
動
産
売
買
の
こ
と
な
ら

株
式
会
社

http://www.fm-akita.co.jp

　
　
　
〒
〇
一
〇
│
〇
九
七
三

秋
田
市
八
橋
本
町
三
丁
目
七
番
一
〇
号

電
　
話
〇
一
八（
八
二
四
）一
一
五
五

船
　
木
　
保
　
美

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

JOPU-FM 82.8MHz

株
式
会
社

都

市

整

備

取
締
役
会
長
　
賢
　
木
　
新
　
悦

秋
田
市
川
尻
み
よ
し
町
十
一
番
一
号

☎
（
〇
一
八
）八
六
二
│

六
一
一
一

仙
台
・
横
手
・
大
仙
・
青
森

代表取締役会長  松浦 隆一
代表取締役社長  末廣 健二

代
表
取
締
役
会
長
　
児
　
玉
　
健
　
一

代
表
取
締
役
社
長
　
児
　
玉
　
純
　
一

秋
田
市
寺
内
字
イ
サ
ノ
四
四
│
一

☎
八
六
五
│
五
五
三
一
㈹

株
式
会
社
日
産
サ
テ
ィ
オ
秋
田

株
式
会
社
ア
キ
タ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

〒
　
　
秋
田
市
山
王
四
丁
目
５
番
10
号

電
　
話
（
〇
一
八
）
八
六
二
│
一
五
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）
八
六
五
│
一
六
八
四

010-
0951

代
表
取
締
役
　
岡
　
松
　
英
　
策

代
表
取
締
役
社
長 

　
外
　
山
　
裕
　
一

取
締
役
支
店
長 

　
藤
　
井
　
法
　
男

秋
田
市
新
屋
鳥
木
町
一
‐
三
八

℡  ○
一
八
‐
八
八
八
‐
八
一
六
一

℻  ○
一
八
‐
八
八
八
‐
八
一
六
○

株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長   

豊

　島

　光

　裕

代
表
取
締
役
社
長   

伊

　藤

　兵

　一

秋
田
市
山
王
三
丁
目
四
番
二
三
号

℡ 

（
〇
一
八
）八
八
三
│
〇
二
〇
〇

株式
会社

フ
ィ
デ
ア
情
報
総
研

秋田南青果センター/松紀グループ管理本部
住所：〒010-1415秋田市御所野湯本3-1-8
TEL018-829-0808 FAX018-829-0303
支店：横手・湯沢・能代・由利本荘・盛岡

秋田市公設地方卸売市場 青果部

株式会社

代表取締役  佐藤 文信

次の時代へ挑戦
2021

社
会
保
険
労
務
士
法
人

  

秋
田
労
務
行
政
事
務
所

会
　
長  

　

佐
々
木
　
晋
　
逸

所
　
長  

　

土
　
田
　
将
　
勝

秋
田
市
中
通
六
丁
目
一
‐
二
四

電  

話 （
〇
一
八
）八
三
五
‐
二
三
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ （
〇
一
八
）八
三
五
‐
三
七
〇
九

https://akita-roum
ugyousei.com

秋
田
支
社
長
　
㓛
　
刀
　
俊
　
英

秋
田
市
中
通
二
丁
目
四
番
十
九
号

〈順不同〉

❹
年
頭
あ
い
さ
つ

❻
年
頭
あ
い
さ
つ

❽
年
賀
広
告

�
年
賀
広
告

�
秋
田
県
へ
の
要
望
�
新
会
員
紹
介

�
会
議
所
レ
ポ
ー
ト

❷
年
頭
あ
い
さ
つ

�
年
賀
広
告



謹 賀 新 年謹 賀 新 年

株
式
会
社  

友
愛
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役　

小　

畑　
　
　

悟

秋
田
市
山
王
三
丁
目
一
番
七
号

℡ 

０
１
８
（
８
２
３
）
１
２
５
１

大

　渕

　宏

　見

代
表
理
事
　
金
　
森
　
幸
　
志

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
一
二
〇
番
地
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）八
六
七
│
八
五
五
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）八
六
七
│
八
五
五
〇

協
業
組
合

三
交
モ
ー
タ
ー
ス
商
会

秋
田
市
山
王
二
丁
目
一
┃
四
三

☎ 

〇
一
八
┃
八
九
六
┃
一
六
八
〇

秋
田
支
店
長

鶴
　丸
　宗
　久

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社

協
和
石
油
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
荻
　
原
　
慎
太
郎

秋
田
市
大
町
一
丁
目
３
番
37
号

☎
代
表
八
六
五
―
二
二
六
一
番

株
式
会
社 

国
際
パ
ト
ロ
ー
ル

代
表
取
締
役
会
長  

齋　

藤　

義　

郎

代
表
取
締
役
社
長  

山　

崎　

里　

史

秋
田
市
仁
井
田
新
田
二
丁
目
四
番
三
号

電　

話 

（
〇
一
八
）
八
八
九
│
九
〇
〇
四

〜
信
頼
と
実
績
で
郷
土
を
守
る
〜

株
式
会
社  

秋
田
県
分
析
化
学
セ
ン
タ
ー

　
美
し
い
環
境
に
信
頼
と
技
術
で
貢
献
す
る

代
表
取
締
役
社
長
　

草
　
彅
　
作
　
博

本
　
　
　
社   

秋
田
市
八
橋
字
下
八
橋
一
九
一
│
四
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
八（
八
六
二
）四
九
三
〇

県
南
営
業
所   

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
八
二（
三
五
）五
六
九
〇

仙
北
営
業
所   

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
八
七（
四
二
）八
〇
一
一

県
北
営
業
所   

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
八
六（
六
〇
）一
六
〇
一

仙
台
営
業
所   

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
二
二（
三
九
九
）八
〇
八
五

代
表
取
締
役
社
長
　
相
　
場
　
栄
　
利

秋
田
市
楢
山
登
町
一
│
二
〇

☎
八
三
三
│
八
七
六
六
㈹

愛
飲
御
礼
。

 

ザ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ

サ
ン
ト
リ
ー
酒
類
株
式
会
社

秋
田
市
中
通
二
丁
目
三
│
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
八（
八
三
六
）
一
八
九
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
八（
八
三
六
）
一
〇
〇
九

秋
田
支
店
長  

　
林
　
　
　
真
　
司

秋
田
市
中
通
四
丁
目
３
番
11
号

☎
（
〇
一
八
）八
三
二
│
六
五
四
八

理
事
長 

　
伊
　
藤
　
　
　
昇

学
校
長 
　
三
　
浦
　
順
　
治

学
校
法
人

伊

藤

学

園

〒
　
　
秋
田
市
山
王
二
丁
目
二
番
三
四
号

電
　
話
（
〇
一
八
）
八
六
二
―
四
三
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）
八
六
二
―
四
三
二
三

代
　
表
　
社
　
員
　
猿
　
田
　
正
　
幸

特
定
社
会
保
険
労
務
士

（
旧
秋
田
綜
合
労
務
管
理
事
務
所
）

社
会
保
険
労
務
士
法
人

Ａ
ア
ス
ト
ラ
イ
ズ

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ｅ

010-
0951

秋田市外旭川神田 112 番地
（代表） TEL.018-868-1133
 FAX.018-868-6644

〒010-0802

指定居宅支援事業所らいらっく

ショートステイ  美しき郷
ショートステイ  らいらっく
サ高住らいらっく外旭川

らいらっく

代表取締役　嵯峨 秀昭
来 楽 株式会社

本
社
潟
上  

℡
  
（
〇
一
八
）
八
七
八
│
七
二
六
一

秋
田
営
業
所  

℡
  
（
〇
一
八
）
八
六
四
│
一
六
一
一

解
体
工
事
業
・
産
業
廃
棄
物
収
集
・
一
般
貨
物

浮
田
産
業
輸
送
㈱

本
社
事
務
所 

　
　  

秋
田
県
秋
田
市
雄
和
田
草
川
字
鱸
一
五
五
│
五
五

電
　
話 

〇
一
八 

│
八
八
一
│
三
五
五
五
番

〒
010-
1201 代

表
取
締
役
社
長
　

葛
　
巻
　
隆
　
逸

そ
ば・天
ぷ
ら・稲
庭
う
ど
ん・う
な
ぎ

秋
田
市
商
店
街
連
盟

事
務
局
　
秋
田
商
工
会
議
所
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
八（
八
六
六
）六
六
七
六

会
　
長
　
佐
　
藤
　
政
　
則

事
務
局
　
秋
田
商
工
会
議
所
内

秋
田
市
旭
北
錦
町
一
番
四
七
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　〇
一
八（
八
六
六
）六
六
七
七

秋
田
地
区
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会

会
　
長
　
三
　
浦
　
　
廣
　
巳

会　

長　

三　

浦　
　

廣　

巳

事
務
局　

秋
田
商
工
会
議
所
内

　
　
　
　

〒
〇
一
〇
│
〇
九
二
三

秋
田
市
旭
北
錦
町
一
│
四
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
一
八（
八
六
六
）六
六
七
九

秋

田

港

振

興

会

会
　
長
　
　
中
　
村
　
猛
　
留

意
欲
あ
る
若
手
経
営
者
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

秋
田
商
工
会
議
所
青
年
部

 

Y
E
G
 a
s
 a
 p
l
a
t
f
o
r
m

　 

〜
会
員
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
希
望
に
な
る
〜

会
　
長
　
　
西
　
村
　
悠
　
子

秋
田
市
旭
北
錦
町
一
│
四
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）
八
六
六
│
六
六
七
七

秋
田
商
工
会
議
所
女
性
会

〈順不同〉

❾
年
賀
広
告

❺
年
頭
あ
い
さ
つ

❼
年
頭
あ
い
さ
つ

�
年
賀
広
告

�
活
力
あ
る
秋
田

�
会
議
所
レ
ポ
ー
ト

�
新
議
員
さ
ん
の
横
顔

❸
年
頭
あ
い
さ
つ

�
年
賀
広
告



2020年度 秋田県への要望
� 〜12月8日 秋田県知事との懇談会〜
県内6商工会議所の正副会頭、専務理事らが参加し、秋田キャッスルホテルで開催。秋田県商工会議所連合
会による共通要望（23項目）、各商工会議所からの個別要望（秋田商工会議所から12項目）合わせて54項目の要
望書を佐竹敬久秋田県知事に手交し、説明・意見交換を行った。

新１．新型コロナウイルス感染症対策の強化
２．中小企業振興施策の推進と予算の確保
３．地域の産業を担う人材の確保
４．観光誘客の推進
５．�洋上風力発電産業の拠点の形成
６．エネルギー産業の振興に向けた送電線の早期整備

新７．�必要な公共事業予算の安定的・持続的な確保
８．商工団体組織活動強化費補助金の安定的継続的な予算措置
９．県内高速交通ネットワークの整備促進

１．環日本海交流の推進による地域産業の発展に向けた秋田港の機能強化
（1）�秋田港アクセス道路の早期整備及び重要物流道路への指定に向けた取組の推進
（2）�秋田港の競争力強化に向けたコンテナターミナルの機能強化
（3）�クルーズ船の寄港回復のための取組および受入環境整備に向けた港湾施設の早期整備
（4）秋田港の災害発生時対応の強化
２．�秋田港の物流増加に向けたインセンティブ制度の更なる拡充
３．�自動車燃料の多様化に向けた天然ガス（CNG・LNG）スタンドへの支援
４．�公共交通における電子マネー決済の導入
５．秋田空港駐車場の利便性向上
６．�超高齢社会に対応するタクシー事業者への支援制度の創設
７．�メッセ機能を持つ大規模展示施設の整備促進
８．�あきた芸術劇場建設中の賑わい維持向上対策の強化
９．�広小路・中央通りの一方通行解除等中心市街地の交通環境改善の継続検討

秋田県への要望項目

≪秋田県商工会議所連合会 共通要望≫　※大項目のみ掲載

≪秋田商工会議所　個別要望≫

秋
田
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

早
期
建
設
期
成
同
盟
会

〈順不同〉謹 賀 新 年謹 賀 新 年

〒 010-0967 秋田市高陽幸町8番17号 岸ビル内
TEL.018-883-1888 ㈹  FAX.018-883-1822
URL http://www.knbs.jp

あけましておめでとうございます
本年も皆様のお役に立てますよう社員一同

頑張ってまいります。よろしくお願いいたします。

要望内容の詳細はホームページでご覧ください

https://www.akitacci.or.jp/req/
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親族・従業員・第三者～会社の事業承継のご相談に応じます 【秋田県事業引継ぎ支援センター TEL. 883-3551】
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新年明けましておめでとうございます。謹んで新
年のご挨拶を申し上げます。
昨年1月に新型コロナウイルス感染者が日本で初
確認されてから1年、経済の衰退による貧困者の増
大、貧富の差の拡大がもたらされていることは、報道
でも知らされているところですが、これからの社会
への影響の全体像は未だつかめておりません。今後、
産業構造が劇的に変化することが容易に想像され、
ポストコロナ、ウイズコロナの社会において、何が必
要で、何が不要なのかを、いち早く察知し、適応して
いくことが重要であると考えております。
秋田県をはじめとした地方では、これまで若者の

県外流出に歯止めがかからず、あらゆることに地域
格差が広がっておりましたが、コロナ禍が人口密集
地において深刻な事態になってきたことから、その
改善策が地方に活力をもたらす追い風となる可能性
が出てまいりました。昨年7月に閣議決定された「経
済財政運営と改革の基本方針2020」（骨太の方針）に
おいて、新型コロナウイルス感染症の拡大により浮
き彫りとなった課題として、デジタル化の遅れ、都市
一極集中のリスク、新しい技術を活用できる人材の
不足等が挙げられ、これらの解決を目指すこととさ
れております。骨太の方針に加え、政府の地方創生
戦略である「まち・ひと・しごと創生基本方針2020」
におきましても、若者の地元定着を推進するため、
STEAM人材の育成等に必要な地方国立大学の定員
を増やすなどの大胆な大学改革等に取り組むことと
されております。また、地方への移住・定着の促進策
として、リモートワーク推進のほか、魅力ある学びや
働く場を地方につくるため、地方のデジタル環境を
充実させ、5G基地局や光ファイバー等の情報通信イ
ンフラを地方部と都市部の隔たりなく全国規模で早
期に整備する考えも示されております。
秋田大学では、このような政府の方針への対応に
加え、Society 5.0の時代に対応し社会課題の解決と
新たな価値の創造を目指す人材の輩出に向け、学部
毎に軽重はあるものの全学生にデータサイエンス教
育を行っております。特に理工学部においては、IoT
やAIなど第4次産業革命の中心となる技術を視野に
入れた教育改革のほか、その分野をリードできる研
究体制の構築を目指しているところであります。
また、カーボンニュートラル実現に向け、風況に優

活力ある秋田活力ある秋田

来たるべきSociety5.0
に向けたCOVID-19に
負けない人材の育成

れた秋田の気候を活用した洋上風力発電への学術面
での寄与をはじめ、今後見込まれる余剰電力につい
て、水素やアンモニアを活用したエネルギーの貯蔵・
輸送に関する研究を推進するほか、メタルナノコイ
ルからの複合材新成形技術の研究では、複合材の軽
量化・低コスト化により、航空機の機体の材質への
応用や、インフラの老朽化対策としての活用が期待
されております。さらに、4月までに設置を予定して
いる「秋田大学電動化システム共同研究センター」で
は、航空機の電動化における次世代モーターの開発
を軸に研究を進めるとともに、秋田県の産業創出と
人材育成にも取り組み、県外の大手企業や大学など
から研究者を招き、研究開発や教育プログラム開設
を目論んでおります。
このように、秋田大学はコロナ禍という難局に際
しましても、困難に立ち向かっていく人材の輩出や
重点的な研究を通じた地域社会への貢献に努めてま
いる所存ですので、引き続き、皆様のご支援とご協力
を賜りますようお願い申し上げます。

山
やま

  本
もと

  文
ふみ

  雄
お

 氏国立大学法人秋田大学 学長

■略歴
生年月日：昭和23年5月6日生（72歳）
出　　身：福岡県北九州市
学　　位：医学博士（鳥取大学）
専門分野：心臓血管外科学
（学歴）
昭和50年  3月	鳥取大学医学部卒
昭和54年  3月	鳥取大学大学院医学研究科博士課程単位修得退学
昭和54年  9月	医学博士（鳥取大学）
（職歴）
昭和54年  7月	鳥取大学医学部助手（第二外科）
昭和55年10月	国立療養所松江病院医師（外科）
昭和56年  3月	鳥取大学医学部附属病院助手（第二外科）
昭和56年  4月	� London大学St.Thomas病院胸部心臓外科 

International  Cardiac  Fellow
昭和58年  5月	国立循環器病センター医師（心臓血管外科）
平成  2年  2月	� London大学St.Thomas病院心臓血管研究部門 

Honorary  Consultant
平成  3年  1月	国立循環器病センター医長（心臓血管外科）
平成10年  9月	秋田大学医学部心臓血管外科学講座教授
平成12年  9月	� 中華人民共和国黒龍江省 

佳木斯大学医学部客員教授
平成13年  5月	秋田大学医学部附属病院長補佐（～平成15年3月）
平成19年  4月	� 秋田大学医学部附属病院病院長補佐･副病院長（～平成22年3月）
平成21年  4月	秋田大学大学院医学系研究科教授
平成21年  6月	中華人民共和国吉林省 吉林大学客員教授
平成24年  7月	 �秋田大学学長補佐（病院機能拡充担当）（～平成25年3月）
平成25年  4月	秋田大学副学長（国際戦略担当）（～平成26年3月）
平成26年  4月	� 秋田大学理事（研究・国際・産学連携・情報担当）・

副学長（～平成28年3月）
平成28年  4月	秋田大学長（現在に至る）
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県民生活に関する相談（感染や予防、健康管理に関することを除く）や商工関係の相談（企業の資金繰り等に関する相談）
がある方の連絡先 【新型コロナウイルス感染症　県民相談窓口 TEL.860-3313】
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秋田食材の創作料理店
鈴木  一矢

838-5922
中通二丁目 2-7

（トラストワンビル 21 地下 1 階）

のんびり（LLC）
ウェブマガジン、 

パッケージ制作等

矢吹  史子
832-8086

南通亀の町 12-15

（一社）秋田港 
有効利活用協会

釣り公園

石黒  寿佐夫
090-7663-3431

飯島字古道下川端 220-2

安倍歯科医院
歯科診療

小林  崇之
874-8390

中通三丁目 3-28

㈱山王薬局
保険調剤・医薬品販売

佐野  元彦
863-6132

山王二丁目 1-49

大安吉日
飲食店（麺類）

能上  覚
823-8238

大町五丁目 1-23
（2BOX 1F）

スナック魅惑
飲食店

木村  敦美
864-3566

大町五丁目 2-15
（川反ウイングビル 1 階）

すみ治療院
療術業

日景  正純
827-5783

広面字樋ノ下 7-2

㈴扇屋
飲食業

又井  ミサオ
884-3275

中通四丁目 16-9
（ナイスビル 2F）

三国商事㈱
石油製品卸・小売業、 

自動車整備業

三國  晋一郎
829-1022

仁井田字古川向 15-1

Wall ＆ D
内装デザイン業

佐々木  亜紀
827-6191

南通亀の町 4-15

PIXIE
美容室

小木田  典子
828-8807

新屋扇町 11-22-1

㈱アップル
歯科技工所

佐藤  優子
823-9910

山王中園町 5-8

マルシゲ設備
給排水設備業

鈴木  茂樹
828-7520

新屋田尻沢中町 14-11

REC PRO
映像制作業・ 

ビデオカメラマン

山崎  憲二
090-1065-9204

外旭川八柳三丁目 10-11

㈱アレアール
履物・仐卸売、ネット販売

工藤  文直
874-9301

土崎港相染町字大谷地 36-11

㈱秋田魁新報 
秋田東販売所

新聞販売店

保坂  初
838-6036

千秋矢留町 3-36

㈱生活環境サービス
貯水槽清掃業

千葉  伸昭
874-8223

新屋朝日町 1-1

ライフデザインラボ㈱
訪問介護・ 

障がい福祉サービス

榎  真寿美
050-5364-3570

御野場五丁目 3-10

㈱あきた福祉会 
ショートステイむすびの郷

社会福祉事業

佐藤  賢
886-3000

雄和田草川字本田 241-57

（LLC）Whatever
清掃業

照井  将範
802-8120

下新城中野字街道端西 375

Luana hair ＆ spa
ヘアサロン

大宮  渉
811-2800

東通六丁目 1-21

㈱つむぎ秋田アニメLab
映像情報制作・配給業

櫻井  司
827-7066

旭北栄町 1-48
（トラパンツビル 403 号）

あくりす行政書士事務所
事業計画・ 

補助金申請作成支援

佐々木  雅樹
811-2705

飯島字飯島水尻 405-18

㈱ CONNECT JAPAN
食料品・日用品販売及び 

輸出入、飲食業

太田  翼
836-1035

茨島六丁目 23-12

㈲三浦産業
不動産仲介・管理・賃貸業

三浦  崇暢
833-0273

保戸野千代田町 5-34
（サンパーク千代田 203 号）

接遇 school．オネスト
ビジネスマナー研修、 

コミュニケーション研修等

佐々木  啓子
090-4884-8965
千秋中島町 3-17

㈱ Beyond Next
理美容関連商品企画・製造、

卸・販売

前田  生
853-9174

中通一丁目 3-24

Inugami Conditioning  
Space Icon

トレーニングジム
犬上  匠

090-5234-6347
旭北栄町 1-49

（GOWINビル 5 階）

  信用の証し
「会員章プレート」を掲げて
　　　　　　会議所会員をＰＲ
※販売価格 2,200円（税込）
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事業再生計画・経営改善計画の策定のご相談に応じます 【秋田県中小企業再生支援協議会 TEL.896-6150】



来店増加と民法改正のポイントを解説
～経済力強化対策セミナー～

管理職に必要なスキルと知識を学ぶ
～管理職養成研修～

高まる外国人材への期待と関心
～外国人材活用促進セミナー～

国際コンテナ定期航路開設25周年を祝う
～秋田港利用促進セミナー～

12/  4
12/16

12/  9
12/10

12／9

12／11

12月4日に「withコロナの時代の
『店舗演出・空間の作り方』」と題し、
江戸小紋空間デザイン代表の小林
暢代氏を講師に招き、25名が参加し
た。小林氏は「お客様が何故お店に来

ていただけるのかをまず考えて欲しい。目的があっ
て来店されているので、自分の店の良さがわかって
くる」と述べた。
また、12月16日に「民法債権法・相続法改正のポ
イント」と題し、中島典子税理士事務所の中島典子
氏を講師に招き、23名が参加した。中島氏は「債権
法が120年ぶり、相続法が40年ぶりに改正され、両
法律ともにこれまで曖昧であった部分が明確化と
なっている。配偶者の居住権の保護のための方策な
ど新しい仕組みが盛り込まれており、事業承継・相
続を考えている方は注意が必要」と述べた。

中島典子税理士事務所より中島典子氏を講師に
招き、ホール80で開催。管理職ら11名が参加し、2日
間にわたって管理業務に必要なことを学んだ。
1日目はマネジメントについて説明を受け、「ヒ
ト・モノ・カネ」といった経営資源を適切に配分し、
業務を円滑に機能させるうえで、管理職が重要な役
割を担っている点について確認した。
2日目はハラスメントの例を取り上げ、その問題
点を共有したほか、各社の対策や、人材教育の際に
困った実例などを紹介しあい、意見交換を行った。

中島氏は「近年ハラスメント
に対する関心は非常に高まって
いる。時代に合った組織作りの
ため、管理職に求められるもの
は多い」と解説した。

55名が参加し、秋田ビューホテルで開催。第一部
では、秋田労働局から県内の外国人材の雇用状況等
について情報提供があったほか、㈱小野建設（雄勝
郡）、秋田圏域人材支援事業（協）（潟上市）の2社から、
外国人材が活躍できる受入環境整備等に関する取
組を紹介した。

続いて第二部では、昨年の外
国人材受入支援事業検討会での
検討や、会員企業へのアンケー
トによるニーズを踏まえ、当所
に「外国人材受入相談窓口」を設

置したことから、その概要説明と受入支援機関【ITグ
ローバル㈱、秋田国際人材開発振興（協）、㈱ジャパン
クリエイト、だいすき（協）の4社】の紹介を行った。
第三部では、上記4社による個別相談会を開催し、
7社8案件の相談に応じた。

秋田港国際コンテナ定期航路25周年を記念し、秋
田県環日本海交流推進協議会と秋田国際コンテナ
港発展協議会の主催により94名が参加し秋田港利
用促進セミナーを開催。
セミナーでは秋田港の活用事
例として、日本製紙㈱秋田工場
とニプロ㈱大館工場の2社が事
例発表を行ったほか、国際コン
テナ定期航路開設に尽力された（一社）関西経済同
友会代表幹事（元県商工労働部長）の深野弘行氏に
よる記念講演を行った。
深野氏は開設当時を振り返り、「秋田商工会議所
や県内企業の後押しでスピード感をもって国際コ
ンテナ航路を開設できた。その結果、県内企業の貿
易に対する意識が変化し、今の発展した秋田港の姿
があると思う」と語った。

「夢人間集団」

〒011-0901 秋田県秋田市寺内字三千刈110-1　TEL.018-888-3500（代）
東京営業所 TEL.03-5927-8101　名古屋営業所 TEL.052-251-5080

秋田活版印刷は2019年度に引き続き
「健康経営優良法人2020」に、4年連続で認定されました。

骨材（砂利・砂・砕石等）の販売から各種工事まで

秋  田  支  店 秋田市川尻町字大川反 232-4　TEL 018-823-3791
秋田南営業所 秋田市仁井田字古川向 144-1　TEL 018-839-9211
本　　　　社 湯沢市字鶴舘 39-4　　　　　  TEL 0183-73-0188
Ｕ 　Ｒ　 Ｌ http://matsuda-group.jp/

グループでの意見交換

講師 小林氏

セミナーの様子

三浦会頭が開会挨拶
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簿記・販売士・ビジネス実務法務等々、社員のスキルアップに商工会議所検定のご活用を！



SDGsへの理解深める
～専門サービス部会部会員交流会～

基本計画の一部変更を承認
～第2回秋田市中心市街地活性化協議会～

商品撮影のノウハウを学ぶ
～EC実践プログラム～

三浦会頭を囲み懇談
～理財・運輸交通・商業・情報通信部会～

12／14

12／14

12／17

14名が参加し、イヤタカで開催。一般社団法人
秋田県SDGs協会会長の杉本薫氏、代表理事の中
橋圭輔氏、事務局長の菅原一聖氏を招き、「持続可
能な社会に向けたSDGsとは」をテーマに情報提
供いただいた。情報提供では「SDGs（Sustainable 
Development Goals）は17の目標と169のター

ゲットから構成。目標には
“極度の貧困の解消（発展途
上国）”“持続可能な世界（先
進国）”“環境や平和などの
全世界の課題”の3つの特徴

がある。企業が取組むメリットは、“新たなビジネス
チャンス”“社会の課題への対応による信頼獲得”“投
資の対象になり取引が有利に”“イメージ向上によ
る優秀な人材の確保や消費者からの高評価”“約1，
300兆円の大きなビジネス規模”がある。取組みに
対し法的な拘束力はないが、うわべだけの活動では
社会的信頼を失うことになる」と述べた。

43名が参加し開催。基本計画の一部変更について
協議し、来年度実施予定のアトリオンにおける「あ
きたピアノフェスティバル」および、秋田拠点セン
ターアルヴェにおけるローカル5G基地局の整備事
業を基本計画に追加することを承認した。
続いて、あきた芸術劇場や秋田市文化創造館など
中心市街地におけるハード事業の整備状況と賑わ
い創出や消費喚起等に向けて実施したソフト事業
について報告があった。また、当協議会事業につい
て、広小路を歩行者天国化し実施する青空市「広小
路バザール」の開催に向けた調査研究事業の結果等

について報告した。
委員からは「公共トイレを
設置することで、より快適に
まち歩きができる環境とな
る」などの意見が出された。

EC等に関心を持つ中小企業者等を対象に、ネッ
トショップの立ち上げまでを目的としたセミナー
を独立行政法人中小企業基盤整備機構と共催で開
催した。講師には、中小機構販路開拓支援アドバイ
ザーの山下諭氏、フォトグラファーの中原一雄氏、
㈱レスブリス代表取締役の住野ゆかり氏を招き、 
18名が参加した。
ECサイトで映える商品画
像簡単撮影テクニック講座
として、商品画像の役割、光
の種類・当て方、撮影機材、
撮る時の角度、小物の使い方を説明。その後、撮影体
験ワークショップとして、参加者が持参した自社商
品を実際に撮影し、講師から直接アドバイスを頂い
たり、光の角度によって異なる写真を比較したりし
ながら、自社商品の撮影ノウハウを学んだ。

今年度は、新型コロナウイ
ルス感染症対策として、4部
会の合同の忘年会は行わず、
部会ごとに開催した。
三浦会頭が1年を振り返り、県内の動向や来年に
向けた抱負について、「新型コロナウイルス感染症
の世界での感染は依然として拡大し、国内でも感
染拡大の第3波となるなど、収束が見通せない状況
にある。本県は、人口10万人当たりの感染者数が
全国で最も少ない。2021年が皆様にとって素晴ら
しい年になりますよう、心よりご祈念申しあげる」 
と述べた。
各懇談においては、3密に配慮しながら、コロナ対
策を講じたうえで、部会員同士の交流を深めた。
◦理財部会は、12月10日に21名が参加
◦運輸交通部会は、12月15日に18名が参加
◦商業部会は、12月16日に19名が参加
◦情報通信部会は、12月21日に20名が参加

建設業許可

行　政　書　士
社会保険労務士
冨沢 克次

秋田市卸町1-3-2  秋ト協ビル
TEL 018-853-5005
受付：平日 9:00 ～ 17:00

秋田建設業許可行政書士事務所

中小企業活性化サポート

申請承ります。

左から菅原氏、中橋氏、杉本氏 ワークショップの様子

小規模事業者持続化補助金＜一般型＞

　小規模事業者が経営計画を作成し、その計画に基
づき販路開拓や生産性向上等のための取組を支援
【補助金額】（上限）50万円
【補 助 率】2/3
【申込締切】2021年2月5日（金）（郵送必着）
　　　　　※�申請を検討している事業者の方は�

１月22日（金）までにご相談ください。
【お問合せ】秋田商工会議所　経営支援課
　　　　　TEL:866-6677 
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ト 小規模事業者（従業員20人以下・商業・サービス業は5人以下）向け、無担保・無保証人・低利（12月1日現在1.21％）の

「マル経融資」をご利用ください。 【経営支援課 TEL.866-6677】



新入社員合同入社式（当所共催）
　2021年3月新規学校卒業者で今春入社予定者を対象
とした合同入社式を開催します。
　●日　時　3月24日（水） 9：30〜11：30
　●場　所　イヤタカ
　●問合せ　秋田雇用開発協会事務局
　　　　　　TEL：866-6677

【新入社員スタートダッシュ研修（当所主催）】
　社会人のスタートを円滑にするため、2日間に渡る研
修を開催します。詳細・申込は当所HPをご覧ください。

新議員さんの横顔
東日本旅客鉄道㈱
執行役員 秋田支社長  木村　英明 氏

秋田に着任し、早いもので１年半が経過いた
しました。常議員と運輸交通部会の一員として
活動させていただいておりますが、皆さまには
大変温かく迎え入れていただき心より感謝申し
上げます。
昨年は、秋田駅周辺の整備（ノーザンステー
ションゲート秋田）や新型車両の導入などを進め
たほか、キャッシュレス決済導入セミナーを商
工会議所と共催させていただきました。
今年は3月に新駅「泉外旭川駅」、5月に「ホテル
メトロポリタン秋田ノースウイング」が開業いた
します。また4月からは半年に亘り「東北デスティ
ネーションキャンペーン」が開催されます。さら
に来春には、秋田市内の路線バス等において「地
域連携 ICカード」を利用したIC乗車サービスを
提供させていただく予定です。
これからも地域の発展のため、皆さまと一緒
に地方創生と観光振興に取り組み、私どもの使
命であります「究極の安全」とサービス品質を基
盤に、安心・清潔な輸送サービスを提供してま
いりますので、引き続きご支援のほど、どうぞ
よろしくお願いいたします。

ホテルメトロポリタン秋田

２０２１年５月３１日
ノースウイング

開業

TEL.018(831)2222 TEL.018(834)1911
https://akita.metropolitan.jp/ http://www.caoca.net/

月 日 行 事 時 間 場 所
1/18 観光料飲部会新年会 18：00～ 料亭濱乃家
1/19 秋田市議会商工議員の会 

との意見交換会
16：00～ イヤタカ

1/26 建設部会新年会 18：00～ アルバートホテル秋田
セカンドライフセミナー 13：00～ アキタパークホテル
秋田市文化創造館視察 14：00～ 秋田市文化創造館

1/27 常議員会 11：00～ 秋田ビューホテル
議員懇談会 12：00～

1/28 秋田県商工会議所女性会連合会
女性起業家大賞表彰式· 
新年祝賀会

15：00～ 秋田キャッスル
ホテル

1/29 専門サービス部会新年会 18：00～ 協働大町ビル
2/5 企画政策委員会 13：00～ 当所 7 階

※�新型コロナウイルス感染症の影響により、各種行事が
中止または延期になる可能性があります。

経営経営ののヒント！ヒント！ 新型コロナウイルス
感染症対策サイト

新型コロナウイルス感染症対策サイト
■国の支援策

■秋田県の支援策

検索経済産業省 /
新型コロナウイルス感染症関連

検索美の国あきたネット /
新型コロナウイルス感染症に
関する対応等について

秋田銀線細工 クラウドファンディング
目標金額達成　393.5 万円
ご支援いただきました皆様、
誠にありがとうございました。
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�
新
議
員
さ
ん
の
横
顔会員向けメールマガジン配信中！経営に役立つ情報をお届けしています

ご登録は「maga@akitacci.or.jp」宛てに企業名をお知らせください 【企画振興課 TEL.866-6679】
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困難な今こそ自助・共助を行動で示す年に！
2021年　新年祝賀会

当所恒例の新年祝賀会を1月5日に秋田キャッスルホテルで新型コロナウイルス感染症対策
を講じたうえで開催し、会員・来賓ら約370人が一堂に会した。来賓を代表して佐竹敬久知事
と穂積志市長が祝辞を述べた後、鏡開きを行った。熱気に包まれた会場では、参加者が新年の
挨拶を交わし、新たな年の始まりを寿いだ。

秋田県民歌　舞妓踊りを披露秋田県民歌　舞妓踊りを披露

乾杯乾杯

祝宴祝宴

三浦廣巳会頭 年頭あいさつ三浦廣巳会頭 年頭あいさつ 佐竹敬久知事 祝辞佐竹敬久知事 祝辞

（一社）秋田青年会議所（一社）秋田青年会議所
根田絵美子理事長 乾杯根田絵美子理事長 乾杯

穂積志市長 祝辞穂積志市長 祝辞

秋田商工会議所青年部秋田商工会議所青年部
中村猛留青年部会長 中締中村猛留青年部会長 中締


